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ウクライナ侵攻後のロシアを巡る情勢変化の中で、ロシアの石炭産業は岐路にたたされている。ロ

シア最大の生産地域であるクズバス地域の石炭会社はとりわけ厳しい状況にあると、昨年のデータ

が物語る。ロシア最大産地、クズバス地域では、生産量と輸出量がともに前年より2,000万ｔほど減り、

アジア太平洋地域への輸出ルートとなる東部方面への出荷量も前年より300万ｔ減少している。 

欧州連合（EU）はロシアからの石炭の輸入禁止に踏み切り、日本は段階的な削減を進め、ロシア

の資金源を絶つことに力を注ぐ。禁輸措置を受けようとも、おいそれとは従えないのがロシアである。

中国やインドなど新市場の開拓に乗り出している。 

ただ、全体で見ると、西側諸国の制裁や禁輸措置という厳しい状況下でも、ロシアの石炭産業は

好調を維持している。2022年の統計を見ると、ロシアの生産量は４億3,700万ｔと、前年と比べ0.4％

の増加となった。この増加を支えたのが、エリガ炭鉱での増産である。同炭鉱の2022年の生産量は

前年よりも540万ｔ多い、2,010万ｔ（前年比37％増）に達した。 

そこで、今号では、20年前に日本企業が権益獲得を目指したエリガ炭鉱の、これまでの道のりを

紹介する。 

 

エリガ炭鉱、どん底からの復活  

－日本が権益獲得を目指した鉱床の現在－  
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